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228 エ レク トロ ス ラ グ溶接の 溶接金属の 機械的性質の 改善

一 エ レ ク トロ ス ラ グ溶接部 の 熱履歴 と特性 （第 1報）
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1． 背疑

　超高 層建築構造物等 で 使用 され るボ ッ ク ス 柱ダイ ア フ ラ ム 4 辺 の溶接で は エ レ ク ト［コ ス ラ グ

溶 接（ESW ）が 多 用 さ れ る。近年 ，鉄骨構造 の 極厚化 と大断面化 に よ る 大溶接入熱条件 ドで の 溶接

部品質安定化が強 く 望 まれ て い る。こ の 要求 を背景 に 1〔｝OOkJ！cm 程 厂隻の 大入熱溶接時の熱影響部

組織粗 大 化 を 抑 制 し、安定 し た 靭性 を 得 る こ と が で き る 高 IIAZ 靭性 鋼 が 開完 さ れ て い る
u）、，

　上述 の 新鋼材 の 特徴 を 溶接構造物 と し て 最 大限に 発揮す る ため には、溶接金属 で 熱影響部 と嗣

等 の 特性 を具現 化す る 溶接材料 が 必 須 で あ る。特 に 細 粒 オ ー一ス テ ナ イ ト （γ ） 粒が得 られ る 高

HA ；L 靭性鋼で は、溶接冷却時 に ボン ド部を fiして エ ビ タ キ シ ャ ル に 生成 した溶接金属 γ が細 粒

に な る た め に 、粗大な粒界フ ェ ラ イ トア ロ トリオ モ ル フ の 体積分率 が 増 大 し、既 存 1十f販 溶接材料

で は、十 分な溶接金属靭性が 得られ な い 事態 も想定 され る。

　そ こ で 本報では 大人熱 ESW 溶接金属 の 機械的性質 の 改 善に 関 し て 報告す る 。

2． 巽験 方法

　溶接金属に おける 成分の機械的性質 に及ぼす影響 の 検討 を Li的 と し て 、日鐵溶接二［業製高能率

ESW 〔SESNET ）溶接機を用 い、　 Table　 l の 溶接条件 によ り、溶接金属 を作製し た fi検討を行 っ

た溶接金属 の 主要 合金成分の範囲 を Table　2 に 示す。Fig．1 に示す溶接金属 の 位 置か ら A2 号引張

試験1．【r （JIS　Z　2201） と衝撃 試験片 （JIS　Z　2202）を採取、機械的性質 を評価 した。

3． 実験結果

　Flg，2 に溶接金属の 引張 強度 と o℃ の シ ャ ル ピ．一
吸収 エ ネルギに 及 ぼす溶接金属成分 の 影響を

7rくす。　 Mo お よび Ti の 添1丿riに よ り、吸収エ ネルギは菩 しく改善 して い る。一般的に ESW 溶接金

属 で は 112・　t　（t：ダイ ア フ ラ ム 板厚）に お い て 、そ の 周辺部 （Y4t）の 位置 よ りも吸収 エ ネル ギが低く

な る 傾向 が 報告 さ れ て い る が
（t’　ll、本研究 で 改善さ れ た溶接金属で は こ の ような靭性不均質 毛）少

な く、．一・
例 を Tablc　3 に 示 す 通 り、最高 で ダイ ア フ ラ ム 厚 呂5mm ま で 安定 して lt

’
liい 吸収 エ ネ ルギ

を 示 し て い る r．

4 ． 鯖論

　溶接 ワ イ ヤ 成 分の 改善 に よ り、引張強度 490 〜590N 〆mm2 鋼用 と し て 適用 しうる 溶接 金属 強度

を有 し、0
．
C で 70J 程 度以上 の シ ャ ル ピー

吸収 工 ネ ル ギ を有す る 高靭性溶接金属を得 られ る こ と

が明 らか に な っ た。次 報 で材質改善機構を 考察す る。
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